
広報　常陸大宮　　　　平成２５年１月号６

　
　

月
４
日
、
山
方
、
美
和
、
緒
川
、
御

１１
前
山
地
域
合
同
の
文
化
祭
芸
能
発
表
会
が

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
の
文
化
協
会
に
加
盟

し
て
い
る
団
体
等
で
今
年
は　

団
体
に
よ

２３

り
、日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
模
擬
店
も
出
店
し
、
晴
天
の

中
５
０
０
人
を
超
す
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
発
表
会
を
開
催
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市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

○
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
障
害
者
介
護
給
付
費
等
審

査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
営
牧
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
８

会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

 

（
敬
称
略
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

菊
池　

泰
弘
（
照
田
）

　

星
野　
 
幸  
子 
（
鷹
巣
）

さ
ち 
こ

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
（
２
件
）

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
変
更
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補

２４

正
予
算

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び

運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
営
住
宅
等
整
備
基
準
を

定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
都
市
下
水
路
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
等
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
準
用
河
川
条
例

○
常
陸
大
宮
市
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る

条
例

〜
広
報　

月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
〜

１２

P
８
ま
ち
の
で
き
ご
と
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
実
施
」
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

誤
�
�
�
�
��
　

正
�
�
�
�
�

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、　

月
５
日
か
ら　

日
ま
で

１２

２０

開
会
さ
れ
、次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
承
認
、可
決
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成　

年
８
月
か
ら
三
美
地
内
に
て
、

２４

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
遺
跡
の
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
去
る　

月
１１

　

日
に
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
、
悪
天
候

１７の
中
で
し
た
が
地
元
住
民
等
約　

人
の
参

５０

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
住
居

跡
や
食
料
の
貯
蔵
に
使
わ
れ
た
竪
穴
が
多

く
見
つ
か
り
、
環
状
の
集
落
の
存
在
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

赤
岩
遺
跡
・
三
美
中
道
現
地
説
明
会

た
め
、
三
美
に
伝
わ
る
民
話
※「
長
者
と
牛

石
」
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　

月　

日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

１１

２３

星
（
道
の
駅
み
わ
）
で
、
北
斗
星
新
そ
ば

ま
つ
り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
新
そ
ば
試
食
販
売

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
開
始
１
時
間
前
か
ら
行

列
が
で
き
、
訪
れ
た
方
た
ち
は
収
穫
さ
れ

た
ば
か
り
の
新
そ
ば
の
香
り
や
味
わ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
そ
ば
打
ち
愛
好
会
の
方

に
よ
る
そ
ば
打
ち
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
や
手

打
ち
そ
ば
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

味
覚
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　

月　

日
に
塩
田
地
区
で
塩
田
ふ
る
さ

１１

２５

と
協
議
会
（
大
貫
孝
夫
会
長
）
主
催
の
味

覚
祭
が
開
催
さ
れ
、
お
米
・
そ
ば
の
オ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
今
年
度
は
市
国
際
交
流
協

会
の
協
力
で
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
方
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
門
松
作
り
を
体
験
。
な
か
な

か
簡
単
に
は
い
か
ず
、
地
元
の
方
に
教
わ

り
な
が
ら
門
松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
他
に
参
加
者
が
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の

作
り
方
を
教
え
た
り
、
茨
城
大
学
学
生
が

凧
の
作
り
方
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
杵
で
餅
を
つ
き
、
数
種
類

に
味
付
け
さ
れ
た
餅
を
お
い
し
く
食
べ
ま

　

ま
た
、
幅
約
５�
、
深
さ
約
３�
の
室

町
時
代
の
堀
跡
も
見
つ
か
り
、
こ
こ
に
城

館
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
堀
跡

が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
昭
和　

年
に
埋
納

５８

金
が
出
土
し
た
土
地
の
す
ぐ
近
く
で
あ
る

※
長
者
と
牛
石

　

働
き
者
だ
っ
た
あ
る
若
者
が
、
長
者

に
な
る
と
家
を
立
派
に
す
る
こ
と
に
夢

中
に
な
り
、
飼
っ
て
い
た
牛
の
老
い
に
気

付
か
ず
、死
ぬ
ま
で
働
か
せ
て
し
ま
い
、

悔
や
ん
で
牛
の
形
を
し
た
石
、
牛
石
を

墓
近
く
に
置
き
、
供
養
し
た
と
い
う
話

北
斗
星
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催

し
た
。

　

ま
た
、
塩
田
そ
ば
の
会
の
方
が
打
っ
た

そ
ば
を
地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
け
ん
ち
ん

汁
で
い
た
だ
き
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ま

し
た
。

敬称略

水戸ヤクルト販売（株）常陸大宮センター
放課後子ども教室で使用する非常用メガホン　９台

〈常陸大宮市へ〉
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月
１
日
、「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
の
ク

１２
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
が
図
書
情
報
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
お
は
な

し
会
の
グ
ル
ー
プ
「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」

が
毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

で
、た
く
さ
ん
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
赤
ず
き
ん
」
や
「
し
あ
わ
せ
ハ
ン
ス
」、

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
な
ど
、
有
名
な

グ
リ
ム
童
話
を
、
人
形
劇
や
朗
読
で
楽
し

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ム
童
話
に
関
す
る
な
ぞ
な

ぞ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り
物
語

グ
リ
ム
の
世
界
へ

か
が
や
き
ま
つ
り
開
催

森
林
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
　

月
６
日
、
市
内
の
山
林
に
お
い
て
村

１２
田
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
と
し
た
森
林

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

茨
城
県
県
北
農
林
事
務
所
大
子
林
業
指
導

所
の
職
員
の
方
の
指
導
の
も
と
、
森
林
に

つ
い
て
の
知
識
を
学
び
、
杉
や
桧
の
間
伐

を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
木
を
切
っ
た

児
童
も
多
く
、
木
が
倒
れ
た
時
に
は
、
大

き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

の
世
界
に
入
り
込
み
、
夢
中
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ツ
リ
ー
を
は
じ
め
、
き
ら
び
や
か
な
飾

り
付
け
が
さ
れ
た
会
場
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
、
第
７
回
常
陸
大
宮
市
か
が

１２
や
き
ま
つ
り
が
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
衛
生
功
労
と
し
て
４

人
の
方
へ
市
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
や
合
唱
等
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
内
外
で
は
歯
科

相
談
、健
康
相
談
や
模
擬
店
等
が
行
わ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲切った木は輪切りにして、手作りコー
スターに

�������	
���
�
�������	
��


� ����������

　人・暮らし・自然・風景…県北の
強みである資源をどう活用していく
か。人と人、物と物、事と事、一つ
一つの小さな“つながり”からまち

づくりはできてくると思います。
　１１月、市民大学講座「茨城県北地方のまちづくりを
考える」を受講し、“新しく何かを作る必要はない、
あるものを生かす”“交流によるまちづくり”など、
茨城大学の先生方から興味深いお話をいただき、よい
学びの機会となりました。
　人口減少・高齢化が進む中、それぞれがつながりを
持ち、市内だけではなく奥久慈や県北地域全体で協働・
連携し、考えて行動していかなければなりません。
　私たちは、若者による若者からの地域活性化を目指
した団体を立ち上げ、自然・あそび・趣味を通じて若
者のコミュニティーを広める活動をしています。
　これからの地域の未来を築いていく若者の一人とし
て、自分たちの未来を自分たちで作るという理念のも
と、市民大学講座で得た知識を生かして、これまでに
ない切り口から地域外へ情報発信をし、地元の再発見・
再認識につながるよう今後も活動したいと思います。
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全
国
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝
！

　
　

月　

日
〜　

日
、
第　

回
全
国
シ
ニ

１１

１６

１９

２９

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
さ
い
た

ま
市
で
開
催
さ
れ
、　

歳
以
上
男
子
シ
ン

５５

グ
ル
ス
の
部
で
、
山
方
在
住
の
小
口
弘
之

さ
ん
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

木
村　

一
郎
さ
ん

　

昭
和　

年
４
月
、
山
方
町
体
育
指
導
委
員
に
就

５７

任
。
現
在
は
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
研
修
部
会

長
と
し
て
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修
の
実
施
に
努
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
及
び
指
導
力
の
向
上
を

図
る
な
ど
、
中
心
的
役
割
を
担
い
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　

 

功
績
を
称
え

〜
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
〜

　

永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
２
人

の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、
第　

回
全

５３

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
（　
１１

月　

・　

日
長
崎
市
）
に
お
い
て
表
彰
を

２９

３０

受
け
ま
し
た
。

三
次　
 
弘  
史 
さ
ん

ひ
ろ 
ふ
み

　

昭
和　

年
４
月
、
山
方
町
体
育
指
導
委
員
に
就

５７

任
。
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年　

月
ま
で
那

１５

１６

１０

珂
郡
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団　

活
動
事
例
発
表

　
　

月　

日
、
第　

回
全
国
女
性
消
防
団

１１

１６

１８

員
活
性
化
秋
田
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会

し
、
日
頃
の
活
動
や
そ
の
成
果
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
や
交
流
を

通
じ
て
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

か
れ
た
も
の
で
、
三
次
真
一
郎
市
長
や
岡

山
勝
彦
消
防
団
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
事
例
発
表
の
一
団
体
と
し

て
常
陸
大
宮
市
が
選
ば
れ
、
市
消
防
団
女

性
分
団
の
三
次
雅
子
部
長
が
「
表
舞
台
の

女
性
消
防
団　

陰
で
力
を
惜
し
ま
な
い
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

米
海
軍
横
須
賀
基
地
で
研
修

　
　

月　

日
、
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡

１２

１３

協
議
会
（
三
次
雅
子
会
長
）
の
研
修
会
が

行
わ
れ
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
米
国
に
お
け
る
幼
児
へ

の
火
災
・
防
災
教
育
に
つ
い
て
講
話
を
聞

き
、
消
火
方
法
や
避
難
方
法
、
消
火
訓
練

な
ど
、
日
本
と
異
な
る
教
育
方
法
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
柏
貞
子
さ
ん
か
ら

は
「
講
師
の
先
生
の
お
話
は
、
私
た
ち
の

心
に
深
く
響
き
、
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ

た
。
今
後
、
研
修
し
た
内
容
を
多
く
の
人

に
広
め
、
新
た
な
自
覚
を
持
っ
て
防
火
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲約２，５００人の参加者の前で、発表する三次雅子部長




